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教育に関する
広報紙

教育広報「教育の板橋」は1・4・9月に発行しております。また、奇数月に
は、「いたばし教育チャンネル」を発行し、教育委員会が行っている事業
等について情報発信しております。区ホームページでご覧いただけます。

教育広報 いたばし
教育チャンネル

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

　板橋区教育委員会教育長として着任しました長沼豊と申し
ます。
　これまで私立中学校の教員を13年、私立大学の教員を23
年、私立中学校の校長を２年勤め、さまざまな教育活動と教
育研究に関わってきました。
　板橋区教育委員会には、平成27年からこれまでに、板橋区
教育ビジョン2025策定委員会委員や小中一貫教育推進委員会
（キャリア教育部会）など、さまざまな活動に助言者等として
関わってきました。また、令和元年7月13日から令和６年６
月30日までの約５年間は教育委員を務めました。
　私が約40年間教育界で培ってきた知識、技能、人脈等をフ
ルに活用して、板橋区の教育のためにお役に立つことができ
るよう尽力していきます。

　新たに板橋区教育委員会教育委員を拝命しました善本久子
です。
　私は都立高校で国語教師としてのキャリアをスタートし、
新しい総合学科高校の開設準備に携わり、東京都教育委員会
勤務を経て、都立中高一貫校の校長として、コロナ禍におけ
るハイブリッド型オンライン授業を公立としていち早く推進
するなど、常に新しい挑戦に取り組んできました。
　板橋区とのご縁は、青少年問題協議会の委員として勉強さ
せていただいたのが始まりです。板橋区は地域と学校との絆
が強く、地域を挙げて子どもを育てていく姿勢を頼もしく感
じています。
　これから、教育委員会の皆様と力を合わせて、「教育の板
橋」を新たなステージへと進化させるべく尽力する所存です。

新しい教育長と教育委員を紹介します

問　合 教育総務課庶務係　☎3579 ‐ 2603

【教育委員】　善
よし
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任期：�令和６年７月１日から
令和９年７月12日まで

【教育長】　長
なが

沼
ぬま

　豊
ゆたか

任期：�令和６年７月１日から
令和９年６月30日まで

■�板橋区コミュニティ・スクール（iCS）につ
いて

　iCSは、コミュニティ・スクール委員会（CS
委員会）と学校支援地域本部を両輪・協働の
関係で運営し、教育活動を支援する仕組み
で、令和２年度より区内区立全小中学校で導
入しています。
　iCSの仕組みを活用し、様々な取組を学校
・家庭・地域が一体となって行うことによ
り、「子どもたちのより豊かな学びの実現」や

「先生が子どもたちに向き合う時間や授業づ
くりのための時間の確保」などにつなげ、「地
域とともにある学校（※）」をめざします。
　（※）学校が地域の方と目標やビジョンを共
有し、地域一体となって子どもたちを育む学
校のことを言います。「地域の子どもは地域
で育てる」ことで、子どもたちの明るく、元
気で前向きな成長へつなげることが期待でき
ます。
■�赤塚第三中学校のCS委員会の様子を紹介
します

　赤塚第三中学校では、昨年度のCS委員会
に生徒会役員が参加し、「地域へのボランテ
ィア」について熟議をしました。その中で「町
会の盆踊りの踊り手が足りない」という地域
課題が話題となりました。今年度、CS委員
会と生徒会役員が中心となって中学生に盆踊

りを知ってもらうため、町会の方が学校で踊
りを教えるのはどうかということになり、放
課後に練習会を開催し、希望する生徒が参加
することになりました。
　練習会前の７月２日に開催されたCS委員
会では、生徒会役員５名を交えた熟議が行わ
れました。熟議では２つのグループに分か
れ、「盆踊りの踊り手ボランティアについて」
と「地域と協力できること、学校が協力して
もらいたいこと」についてそれぞれ話し合い
ました。
　委員からは「子どもたちの前向きな話を直
接聞けてよかった。子どもたちと向き合いな
がら、少しずつだがやることが見えてきた」

「中学生と地域が一緒にやることで、お互い
に刺激になる」といった意見が出ました。
　練習会は２回開催され、「板橋音頭」や赤塚
地域の踊り「赤塚よいとこ」など５曲を町会の
方が教えてくれました。参加した生徒は「子
どものころに盆踊りに行ったことはあるけれ
ど、踊ったのは初めて」「踊りを覚えていくこ
とが楽しかった」と、
とても楽しんでいま
した。CS委員は「地
域の盆踊りを知って
もらえたことがよか
った。これをきっか

けに子どもたちが盆踊りに来て、楽しかった
よ、と他の子たちに口コミで広がれば…」
と、盆踊りをきっかけに中学生と地域がつな
がっていくことを期待しています。
 ■iCSフォーラムを開催しました
　７月22日（月）
にiCSフォーラ
ムが開催されま
した。
　対面とオンラ
インのハイブリ
ッ ド 開 催 で 、
130名以上の方にご参加いただきました。
　香月よう子氏（（一社）共創プロジェクト代
表理事）と白鳥円啓氏（統括コーディネータ
ー）による対談方式の講義「iCS導入から４年
～自分と学校の現在地～」、グループワーク
が行われ、学校と地域がそれぞれの考えや役
割について再確認する機会となりました。参
加者のアンケートでは「委員長との事前打合
せが重要であることに気が付けた。今回の講
義での学びを自校のCS委員会で活かしてい
きたい」などの声がありました。
　※iCSフォーラムは、12月31日
までアーカイブ配信を見ることが
できます。ぜひご覧ください。

問　合 地域教育力推進課地域連携係　☎3579 ‐ 2619

板橋区コミュニティ・スクール（iCS）
～iCSとは？　iCSの取組について～

赤塚第三中学校　盆踊りの練習

iCSフォーラムの様子


